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従来の紙の成績表で示していた学力判定や志望校判定等に加えて、WEBな
らではの機能を搭載したことでさまざまな角度での成績分析が可能になりま
した。返却される紙の成績表の表紙に掲載されている二次元コードからアク
セスして利用が可能です。　　　※東進生は、成績表返却日から東進学力POSで閲覧できます。

●志望校合格のための
　“合格ナビゲート”機能
合格目標点まで「あと何点必要か」という
情報にもとづき、どの設問で得点または
加点するのかをシミュレーションできます。 ほか

紙の限界を超えた！ WEBならではの機能を続々搭載。
東進だけのWEB成績表で
君と北大の距離がぐっと近づく。

●優先して対策すべき
“正解必須問題”がわかる
君の得点と受験者全体の正答率をもとに、
本来の実力であれば正解できていたはずの
問題を「正解必須問題」としてピックアップ。

●解答解説・問題・合格指導解説授業※

　をワンタップで閲覧、受講できる。
さらに採点済み答案の閲覧も! 

　  ※模試により設置有無が異なります

●受験後アドバイスを表示

●第一志望者で絞り込んだ
設問別正答率の表示

●小問をさまざまな条件
で並び替えることで

　復習優先度を明確化
（全国平均正答率順、解答番号順、
 第一志望校の志望者内正答率順）

今後の学習の指針が明らかになる、充実の成績表
今回の成績を志望学部学科が同じ受験者と比較。
偏差値により合格可能性を評価します。

※WEB成績表の表示例です。実際の成績表とは一部異なる場合があります。

直ちに復習することで得点力アップにつながる設問を
正解必須問題としてピックアップ。

志望校に合格するためにこれから必要な努力の量を
最終合格目標との得点の差として具体的に提示。

北大入試【英語】  過去５年間の出題形式 
□１（長文読解） □2（長文読解） □3（読解・英作文）

2022 長文読解総合
（約860語）

長文読解総合
（約840語）

英問英答
自由英作文(70～100語） 要約文空欄補充

2023 長文読解総合
（約750語）

長文読解総合
（約850語）

英問英答
自由英作文(70～100語） 要約文空欄補充

2024 長文読解総合
（約690語）

長文読解総合
（約690語）

英問英答
自由英作文(70～100語） 要約文空所補充

2025 長文読解総合
（約690語）

長文読解総合
（約700語）

英問英答
自由英作文(70 ～ 100語） 要約文空所補充

2026 長文読解総合
（約730語）

長文読解総合
（約670語）

英問英答
自由英作文(70 ～ 100語） 要約文空所補充

□4（会話文要約）

どんな問題が出る? どのように問われる? 2026年度入試の問題をチェック!

（北海道大学の一般選抜の入試問題から引用）
●英語【大問Ⅲ】  本文を要約した文の空欄を補充する問題

大問3のQuestionA,QuestionBを確認しよう。
この問題は本文を要約した文の空欄を埋める問題
である。ここで注意しなければいけないことは、
本文をそのまま使ってはいけないということであ
る。そのため本文の内容を理解し、それを自分で
書き換えられるかが問われている。従って読解力
に加え、英作文の能力も必要である。英作文は
自分の使える英語で、イディオムや語法を活用す
ることが高得点をとるポイントである。

解法のヒントと対策
イディオムや
文法、語法を
マスターして
活用できるように
しよう。

北大の英語では、基本的な読解力や記述力、知識が問わ
れている。例年出題形式は同じで、長文読解や要約の穴
埋め、英作文などである。過去問などを利用して対策して
おくことこそが合格への近道であるため、とにかくこの問題
形式に慣れよう。英単語や文法の基礎知識を過不足なく修
得し、長文読解力を鍛えることを意識しながら演習をしよ
う。特に文法や語法、イディオムは多くの大問で鍵を握っ
ているので基本的な知識は必ず押さえておこう。空欄補充
や英作文は、減点を防ぐためにも使える文法で書こう。

全体概観
英語の
基本的な知識
を身につけ、
問題形式に
慣れよう

過去の入試問題、解答例は
東進ドットコムで公開中!

こちらからアクセス

登録無料

※解答例や講評は東進ドットコム
　「過去問データベース」から閲覧できます。

1特長
年間を通じて、北大二次試験と同じ出題形式・同じレベルで出題し、入試本番を想定した実力測定を行います。その
ため、現時点での実力に加えて、合格するために今やるべきことが明確になります。さらに東進ならではの「絶対評価」
により、志望校までの距離（合格ラインまであと何点必要か）や前回からの学力の伸びが具体的にわかります。これ
までの努力の成果を可視化するとともに、合格に向けた今後の学習計画立案に生かせます。

北大二次試験を徹底再現し合格可能性と学力の伸びを明らかにする連続模試

成績表は試験実施後、中８日で返却されるため、受験時の記憶が新しいうちに復習が可能です。個人成績表では、
合格可能性や偏差値の表示はもちろん、目標点まであと何点必要かを示します。さらに、個人成績表からアクセスできる
WEB成績表では、優先的に対策をすることで大きく得点を伸ばせる「正解必須問題」もわかります。詳細な分析により、
効果的な復習が実現します。

学力を最大限に伸ばす“正解必須問題”がわかる

2特長

WEB成績表の「合格ナビゲート」では、入試本番で志望校合格のための目標点突破に向けて、どの科目で何点取るの
かというプランをシミュレーション可能。残された学習時間を最大限に活用するための作戦を立てられます。さらに、
成績表返却面談では、合格可能性を高めるためのヒントが満載の成績表をもとに、目標達成のための具体的な学習
計画を立案。志望校合格に向けた学習を着実に進めていきましょう。

詳細なWEB成績表で、“本番までにどこまで点数を伸ばせるか”
合格への道筋をシミュレーション3特長

合格するためのの模試北大合格を！本気でで目指すならなら

北大本番レベル模試
年間を通じて北大の二次試験と同じ出題形式・レベル

お申し込み・詳細はこちらから

基 礎 標 準 難 関受験生 高2生 高1生

記述式 リスニングマーク式 総合評価解説授業

●一般生受験料

7,500 税込

円

●申込締切日

３日前それぞれ
試験

※校舎申込
の場合、席
があいてい
れば直前ま
で受け付け
ています。

第1回

日6/21
第2回

日10/18




